
令和元年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【京都府】  

学校名【京都府立乙訓高等学校】 

１実践テーマ 【Ⅰ・Ⅴ】  

２実施対象者 スポーツ健康科学科 122名 

内訳；1年生（4０名）、2年生（42名）、3年生（40名） 

スポーツ健康科学科卒業生（1２名）および保護者（２名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（スポーツ健康科学科開設１０周年記念式典） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

北京オリンピック男子競泳 4×１００ｍメドレーリレー銅メダ

リストの宮下純一氏から競技を通して学んだ（身につけた）こと

による経験談を聞くことによって、人間力を高めるための人材育

成を目指す。 

５取組内容 北京オリンピック男子競泳 4×１００ｍメドレーリレー銅メダ

リストの宮下純一氏による「出会いに感謝」と題した講演会。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６主な成果 目標を達成するための考え方や目標設定を行う能力を身に付け

ることができた。 



７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

競技だけでなく、競技を通した人間形成、競技引退後のセカン

ドキャリアを含めて生徒に将来の目標を設定することに重点を置

いた。 

８主な課題等 自身のパフォーマンスを高め成長するための方法や、競技を通

した人間形成について、実体験とともに生徒たちに話をしていた

だき、生徒は参考になることが多く大変感銘を受けた。 

今後も将来を見据えた目標設定を行い、具現化するヒントになる

ようなことやスポーツを通した将来像に結びつく活動を経験させ

ていきたい。 

９来年度以降

の実施予定 

近年は、オリンピックを選手として経験された方や公益財団法

人日本オリンピック委員会でオリンピックを運営側として携わっ

た方の講演をとおして生徒の人間力の向上を目指した。 

今後は、指導者の立場からのお話を聞くことによって、選手や運

営側とは違ったスポーツへの関わり方を学習させたい。 

 


